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同
志
社
大
学
准
教
授

三
牧
聖
子

 「
多
様
性
や
人
権
な
ど
、リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
観
を
重
視
す
る
若
者
は
、

共
和
党
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
を
嫌
悪
し
、
民
主
党
の
ジ
ョ
ー
・

バ
イ
デ
ン
を
支
持
す
る
」—

—

二
〇
二
四
年
大
統
領
選
が
迫
る
な

か
、
こ
う
し
た
観
念
が
大
き
く
揺
ら
い
で
い
る
。
二
〇
年
大
統
領
選

で
、
一
八
歳
か
ら
二
九
歳
の
有
権
者
は
ど
の
世
代
よ
り
も
バ
イ
デ
ン

を
支
持
し
、
バ
イ
デ
ン
は
こ
の
年
代
の
支
持
率
で
共
和
党
の
対
立
候

補
ト
ラ
ン
プ
に
対
し
て
二
〇
ポ
イ
ン
ト
超
の
差
を
つ
け
た
。
し
か
し

二
四
年
現
在
、
若
者
層
の
バ
イ
デ
ン
支
持
は
低
迷
し
、
世
論
調
査
で

も
ト
ラ
ン
プ
に
対
し
て
か
ろ
う
じ
て
数
ポ
イ
ン
ト
の
リ
ー
ド
を
保
っ

て
い
る
状
態
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
の
有
権
者
に
占
め
る
Ｚ
世
代
（
一
九
九
〇
年
代
半
ば
～

二
〇
一
〇
年
代
序
盤
に
生
ま
れ
た
世
代
）
の
割
合
は
年
々
増
加
し
、

二
四
年
大
統
領
選
時
に
は
四
一
〇
〇
万
人
に
及
ぶ—

—

。
こ
の
世

代
の
「
バ
イ
デ
ン
離
れ
」
が
加
速
す
れ
ば
、
バ
イ
デ
ン
の
再
選
は
危

う
く
な
る
。
Ｚ
世
代
の
若
者
た
ち
は
な
ぜ
バ
イ
デ
ン
を
見
限
り
つ
つ

あ
る
の
か
。

　

そ
の
理
由
は
複
数
あ
る
。
経
済
政
策
に
つ
い
て
は
、
若
者
は
バ
イ

デ
ン
よ
り
ト
ラ
ン
プ
を
信
頼
し
て
い
る
と
い
う
世
論
調
査
も
あ
る
。

し
か
し
バ
イ
デ
ン
に
と
っ
て
目
下
、
最
大
の
懸
念
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
で
大
々
的
に
行
わ
れ
て
い
る
イ
ス
ラ

み
ま
き　

せ
い
こ　

東
京
大
学
卒
、
同
大
学

大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

博
士
（
学
術
）。
米
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
日
英

関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ソ
シ
エ

イ
ト
、
高
崎
経
済
大
学
准
教
授
な
ど
を
経
て

現
職
。
専
門
は
ア
メ
リ
カ
政
治
外
交
。
著
書

に
『
戦
争
違
法
化
運
動
の
時
代
』『
Ｚ
世
代
の

ア
メ
リ
カ
』、『
自
壊
す
る
欧
米
ガ
ザ
危
機
が

問
う
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』（
共
著
）
な
ど
。

全
米
の
大
学
に
広
が
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
抗
議
デ
モ
。

Ｚ
世
代
の
意
志
を
明
確
に
示
し
た
、
珍
し
い
機
会
だ
。

彼
ら
の
「
正
義
」
は
、
リ
ベ
ラ
ル
と
保
守
の
対
立
軸
を
超
え
、

必
ず
し
も
バ
イ
デ
ン
政
権
を
支
持
す
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
感
性
と
行
動
原
理
は
、
大
統
領
選
を
左
右
す
る
。

Ｚ
世
代
は
バ
イ
デ
ン
を
見
限
る
か

—
—

ガ
ザ
対
応
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
「
ず
れ
」
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エ
ル
の
軍
事
行
動
へ
の
バ
イ
デ
ン
の
対
応
が
、
Ｚ
世
代
の
大
き
な
不

満
の
種
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
二
三
年
一
〇
月
七
日
、
ガ
ザ
を
拠

点
と
す
る
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の
テ
ロ
攻
撃
で
一
二
〇
〇
人
余
り

の
イ
ス
ラ
エ
ル
市
民
が
犠
牲
と
な
り
、
二
〇
〇
人
超
が
人
質
と
な
っ

た
。
そ
れ
以
降
ガ
ザ
で
「
ハ
マ
ス
壊
滅
」
を
掲
げ
て
大
々
的
に
展
開

さ
れ
て
き
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
行
動
に
よ
り
、
四
月
末
の
時
点
で

パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
犠
牲
者
は
三
万
四
千
人
に
達
し
、
う
ち
子
ど
も
は

一
万
四
〇
〇
〇
人
超
に
及
ん
で
い
る
。
ア
メ
リ
カ
市
民
は
、
バ
イ
デ

ン
が
こ
の
危
機
に
う
ま
く
対
応
し
て
い
る
と
は
評
価
し
て
い
な
い
。

Ｎ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
が
二
三
年
一
一
月
に
行
っ
た
世
論
調
査
で
は
、
過

半
数
が
バ
イ
デ
ン
の
ガ
ザ
危
機
対
応
に
不
支
持
を
示
し
、
一
八
～

三
四
歳
の
年
齢
層
で
は
、
七
割
が
不
支
持
を
表
明
し
た
。

Ｚ
世
代
の
琴
線
に
触
れ
た
「
人
権
問
題
」

　

Ｚ
世
代
は
国
内
外
の
人
権
問
題
に
敏
感
で
、
ア
メ
リ
カ
が
戦
争
や

人
権
侵
害
に
加
担
し
な
い
こ
と
を
強
く
求
め
る
世
代
だ
。
二
〇
二
三

年
末
、
南
ア
フ
リ
カ
が
国
際
司
法
裁
判
所
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ

で
の
軍
事
行
動
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
が
定
め
る
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
（
大
量
虐
殺
）」
に
当
た
る
と
訴
え
、審
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

ア
メ
リ
カ
の
若
者
の
半
数
近
く
（
四
九
％
）
が
、
ガ
ザ
で
起
き
て
い

る
の
は
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
だ
と
見
て
い
る
。
今
年
二
月
に
行
わ
れ

た
世
論
調
査
会
社
ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る

と
、
ア
メ
リ
カ
市
民
全
体
で
は
パ
レ
ス
チ
ナ
よ
り
イ
ス
ラ
エ
ル
に
共

感
す
る
人
が
多
い
が
、
一
八
～
二
九
歳
の
年
齢
層
に
な
る
と
、
イ
ス

ラ
エ
ル
人
（
一
四
％
）
よ
り
も
パ
レ
ス
チ
ナ
人
（
三
三
％
）
に
共
感

す
る
と
回
答
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
共
感
す
る
と

答
え
た
人
が
多
い
唯
一
の
年
齢
層
と
な
っ
た
。

　

ガ
ザ
の
人
道
危
機
が
深
ま
る
な
か
、
Ｚ
世
代
の
若
者
た
ち
は
、
い

よ
い
よ
ア
メ
リ
カ
の
「
加
担
」
を
問
題
視
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は

イ
ス
ラ
エ
ル
に
と
っ
て
最
大
の
軍
事
支
援
国
だ
。
年
間
の
軍
事
援
助

額
は
約
三
八
億
ド
ル
に
上
る
。
ガ
ザ
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル

の
軍
事
作
戦
に
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
送
ら
れ
た
武
器
弾
薬
が
使
わ
れ
て

い
る
が
、
市
民
を
広
範
に
巻
き
込
む
軍
事
作
戦
に
も
使
用
さ
れ
て
き

た
こ
と
が
人
権
団
体
や
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。「
ワ

シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
」
紙
に
よ
れ
ば
、
二
三
年
一
〇
月
末
、
一
〇
〇
人

以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
た
ジ
ャ
バ
リ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
空
爆
に

は
、ア
メ
リ
カ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
提
供
し
た
大
型
爆
弾
「
バ
ン
カ
ー
・

バ
ス
タ
ー
」
が
使
用
さ
れ
た
と
い
う
。
三
月
末
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
政
権
が
一
〇
〇
万
人
超
の
パ
レ
ス
チ
ナ
避
難
民
が
密
集
す

る
ガ
ザ
最
南
部
ラ
フ
ァ
に
地
上
侵
攻
す
る
構
え
を
見
せ
る
な
か
で
、

バ
イ
デ
ン
政
権
は
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
追
加
軍
事
支
援
を
承
認
し
た
。

承
認
さ
れ
た
リ
ス
ト
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
ガ
ザ
で
多
く
の
市
民
の
命
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を
奪
っ
て
き
た
二
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
級
の
爆
弾
一
八
〇
〇
個
以
上
が
含

ま
れ
て
い
た
。
結
局
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が
初
め
て
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の

弾
薬
輸
送
の
停
止
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
今
年
五
月
初
旬
の
こ
と
で

あ
り
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、
停
止
の

理
由
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
製
の
爆
弾
が
ガ
ザ
で
の
犠
牲
者
拡
大
を
招

い
た
と
認
め
た
。
無
誘
導
爆
弾
「
Ｍ
Ｋ
84
」
な
ど
三
五
〇
〇
発
が
停

止
の
対
象
に
な
る
と
い
う
。
も
っ
と
も
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政
権
は
、
ア
メ

リ
カ
の
軍
事
支
援
が
な
く
と
も
、
単
独
で
ラ
フ
ァ
地
上
侵
攻
を
敢
行

す
る
と
し
て
い
る
。

広
が
る
大
学
抗
議
デ
モ
と
バ
イ
デ
ン
へ
の
幻
滅

　

現
在
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
ガ
ザ
で
行
う
軍
事
行
動
の
停
止
、
そ
し
て

パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
を
求
め
る
抗
議
デ
モ
「
ガ
ザ
連
帯
キ
ャ
ン
プ
」
が

全
米
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
発
信
源
の
一
つ

と
な
っ
た
の
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
あ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
だ
。

四
月
一
七
日
、
同
大
学
の
学
生
た
ち
は
、
大
学
に
対
し
、
イ
ス
ラ
エ

ル
と
関
係
が
深
い
企
業
や
ガ
ザ
で
の
軍
事
作
戦
か
ら
利
益
を
上
げ
て

い
る
企
業
と
関
係
を
断
つ
よ
う
求
め
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ズ
（
情
報
開

示
）
と
ダ
イ
ベ
ス
ト
（
資
金
引
き
揚
げ
）
を
掲
げ
て
学
内
の
芝
生
に

テ
ン
ト
を
張
っ
て
野
営
し
、
抗
議
活
動
を
始
め
た
。
ネ
マ
ト
・
シ
ャ

フ
ィ
ク
同
大
学
学
長
は
即
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
に
野
営
地
の
撤
去

を
依
頼
し
、
同
日
、
学
生
な
ど
一
〇
〇
人
超
が
逮
捕
さ
れ
た
。

　

し
か
し
警
察
を
大
々
的
に
投
入
し
た
厳
し
い
制
圧
に
、
学
生
た
ち

が
挫
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
大
学
の
卒
業
式
シ
ー
ズ
ン
に
当
た

る
五
月
初
旬
の
時
点
で
、
全
米
の
五
〇
校
以
上
で
抗
議
デ
モ
が
行
わ

れ
、
二
六
〇
〇
人
以
上
が
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
学
生
た
ち
の
抗
議
デ
モ
へ
の
バ
イ
デ
ン
の
対
応
は
冷
淡

だ
っ
た
。
五
月
二
日
、ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
演
説
し
た
バ
イ
デ
ン
は
、

「
暴
力
的
な
抗
議
は
保
護
さ
れ
な
い
。
保
護
さ
れ
る
の
は
平
和
的
な

抗
議
だ
。
抗
議
す
る
権
利
は
あ
る
が
、
混
乱
を
引
き
起
こ
す
権
利
は

な
い
」
と
述
べ
、デ
モ
が
過
激
化
し
て
い
る
と
批
判
し
た
。
さ
ら
に
、

抗
議
活
動
を
受
け
て
イ
ス
ラ
エ
ル
政
策
を
再
検
討
す
る
の
か
と
記
者

団
か
ら
問
わ
れ
た
の
に
対
し
、「
そ
れ
は
な
い
」
と
否
定
し
た
。
続

い
て
七
日
、
ユ
ダ
ヤ
暦
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
（
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
虐
殺
）

記
念
日
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
で
演
説
し
た
バ
イ
デ
ン
は
、「
ユ
ダ

ヤ
人
へ
の
憎
悪
が
人
々
の
心
の
奥
に
根
付
い
て
い
る
。
警
戒
し
、
声

を
上
げ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
国
内
外
で
反
ユ
ダ
ヤ
主
義

が
拡
大
し
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。さ
ら
に
、全
米
の
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
に
広
が
る
パ
レ
ス
チ
ナ
連
帯
デ
モ
に
言
及
し
、「
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
や
暴
力
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
戒
め
た
。

　

も
っ
と
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
行
動
の
停
止
を
求
め
る
学
生
た

ち
の
デ
モ
が
「
過
激
化
」
し
、「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」
的
傾
向
を
帯
び
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て
い
る
と
い
う
バ
イ
デ
ン
の
見
立
て
は
、
デ
モ
の
実
態
を
捉
え
た
も

の
と
は
い
え
な
い
。
世
界
中
の
政
治
的
暴
力
や
抗
議
行
動
を
追
跡
調

査
し
て
い
る
独
立
非
営
利
団
体
「
武
力
紛
争
発
生
地
・
事
件
デ
ー

タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）」
が
四
月
一
八
日
か
ら
五
月
三

日
に
全
米
で
行
っ
た
五
五
三
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
抗
議
デ

モ
を
分
析
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
そ
の
九
七
％
が
平
和
的
な
も
の
で

あ
っ
た
。
確
か
に
バ
イ
デ
ン
の
態
度
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
警
察

官
が
校
舎
に
突
入
し
、
デ
モ
参
加
者
を
強
制
排
除
し
た
こ
と
を
「
す

ば
ら
し
い
仕
事
を
し
た
」
と
称
賛
し
た
ト
ラ
ン
プ
に
比
べ
れ
ば
、
学

生
デ
モ
に
理
解
を
示
し
た
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

Ｚ
世
代
は
他
世
代
に
比
べ
、
警
察
に
対
す
る
信
頼
が
格
段
に
低
い
世

代
だ
。
警
察
の
人
種
差
別
的
な
暴
力
を
批
判
し
、
人
種
平
等
を
求
め

る
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー
運
動
に
も
最
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
に

参
加
し
て
き
た
。「
法
と
秩
序
」
を
掲
げ
て
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・

マ
タ
ー
運
動
を
批
判
し
た
二
〇
二
〇
年
の
ト
ラ
ン
プ
さ
な
が
ら
「
法

と
秩
序
」
を
強
調
し
、
警
察
に
よ
る
デ
モ
の
制
圧
を
肯
定
し
た
バ
イ

デ
ン
の
姿
勢
は
、
若
者
た
ち
を
さ
ら
に
幻
滅
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
共
和
党
候
補
の
ト
ラ
ン
プ
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持
を
よ

り
強
力
に
打
ち
出
し
て
い
る
以
上
、
ガ
ザ
即
時
停
戦
を
求
め
る
若
者

た
ち
に
と
っ
て
は
、
ま
だ
バ
イ
デ
ン
の
方
が
ま
し
な
候
補
者
で
は
あ

る
。
し
か
し
彼
ら
が
、
ト
ラ
ン
プ
と
い
う
最
悪
な
結
果
を
避
け
る
た

め
に
、
よ
り
ま
し
な
候
補
者
で
あ
る
バ
イ
デ
ン
に
戦
略
的
に
投
票
す

る
か
ど
う
か
は
未
知
数
だ
。
こ
の
世
代
は
確
か
に
、
共
和
党
よ
り
も

民
主
党
を
支
持
す
る
傾
向
を
示
し
て
き
た
が
、
政
党
へ
の
帰
属
意
識

は
上
の
世
代
よ
り
低
く
、
民
主
党
の
方
が
よ
り
自
分
た
ち
の
価
値
観

に
合
致
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
自
分
の
身
近
な
問
題
を
解
決
し
て
く

れ
る
と
い
う
具
体
的
な
理
由
で
支
持
し
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
バ
イ

デ
ン
に
幻
滅
し
た
若
者
は
、
納
得
の
い
か
な
い
候
補
者
の
う
ち
ど
ち

ら
か
に
消
極
的
に
投
票
す
る
よ
り
も
、
抗
議
の
意
味
を
こ
め
て
、
バ

イ
デ
ン
で
も
ト
ラ
ン
プ
で
も
な
い
第
三
の
候
補
に
入
れ
る
か
、
投
票

に
行
か
な
い
選
択
を
す
る
可
能
性
も
高
い
。

　

再
選
に
向
け
た
バ
イ
デ
ン
の
不
安
は
若
者
票
以
外
に
も
あ
る
。
今

年
に
入
っ
て
か
ら
の
各
種
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
は
、
歴

史
的
に
民
主
党
の
重
要
な
票
田
で
あ
っ
た
黒
人
票
を
着
実
に
切
り
崩

し
て
い
る
。
公
民
権
法
（
一
九
六
四
年
）
成
立
後
、
黒
人
は
圧
倒
的

に
民
主
党
を
支
持
し
て
き
た
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
必
ず
し
も
積
極
的

な
支
持
で
は
な
く
、
黒
人
に
と
っ
て
は
格
差
や
人
種
差
別
の
是
正
に

消
極
的
な
共
和
党
を
支
持
す
る
選
択
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
消
極
的

な
選
択
と
い
う
面
も
多
々
あ
っ
た
。
し
か
し
昨
今
、黒
人
の
中
に
は
、

不
満
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
民
主
党
は
「
黒
人
は
人
種
平
等
や
多

様
性
を
掲
げ
る
民
主
党
を
支
持
す
る
」
と
黒
人
票
を
自
明
視
し
、
黒

人
に
甘
え
て
き
た
、
バ
イ
デ
ン
は
公
約
に
は
黒
人
の
地
位
や
生
活
を
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向
上
さ
せ
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
掲
げ
て
い
た
の
に
、
そ
れ

を
実
現
し
て
い
な
い
、
と
。
黒
人
票
を
取
り
戻
す
に
は
、
黒
人
が
現

実
に
抱
え
て
い
る
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
具
体
的
な
政
策
を
掲
げ
る
こ
と

が
必
要
に
な
る
。

多
様
な
支
持
層
に
支
え
ら
れ
た
バ
イ
デ
ン
の
ジ
レ
ン
マ

　

選
挙
を
数
ヵ
月
後
に
控
え
、
バ
イ
デ
ン
は
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら

れ
て
い
る
。
ガ
ザ
危
機
対
応
に
つ
い
て
い
え
ば
、
国
際
社
会
は
圧
倒

的
に
即
時
停
戦
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
、
若
者
た
ち
を
中
心
に
国
内

で
も
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
軍
事
支
援
を
停
止
す
る
よ
う
訴
え
る
声
が
強

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
よ
り
厳
し

い
態
度
を
と
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
民
主
党
支

持
者
の
間
で
も
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持
の
世
論
は
根
強
く
、
彼
ら
を
敵
に

回
す
よ
う
な
劇
的
な
政
策
の
転
換
も
難
し
い
。
ま
た
、
ラ
フ
ァ
地
上

侵
攻
の
構
え
を
崩
さ
な
い
イ
ス
ラ
エ
ル
を
制
す
る
た
め
に
、
武
器
弾

薬
の
提
供
を
停
止
し
た
バ
イ
デ
ン
に
対
し
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
系
の
大
口

献
金
者
ら
も
批
判
を
強
め
て
い
る
。
著
名
資
産
家
の
ハ
イ
ム
・
サ

バ
ン
は
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
こ
と
を
考
え
る
ユ
ダ
ヤ
系
の
有
権
者
は
、

イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の
こ
と
を
考
え
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
有
権
者

よ
り
も
多
い
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
記
し
た
メ
ー
ル
を
政

権
高
官
に
送
り
、
バ
イ
デ
ン
本
人
に
も
伝
え
る
よ
う
求
め
た
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
大
統
領
選
で
対
決
す
る
ト
ラ
ン
プ
は
、
こ
の
機
を
捉

え
て
、「
バ
イ
デ
ン
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
完
全
に
見
捨
て
た
」「
ユ
ダ
ヤ

系
は
バ
イ
デ
ン
に
投
票
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
ユ
ダ
ヤ
系
の
票
の

取
り
込
み
を
図
っ
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
系
市
民
は
伝
統
的
に
民
主
党
支

持
者
が
多
い
。
そ
の
背
景
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
一
つ
に
は
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
と
し
て
被
っ
て
き
た
迫
害
経
験
か
ら
、
差
別
や
格
差
の
問
題

を
積
極
的
に
是
正
す
る
「
大
き
な
政
府
」
を
志
向
す
る
傾
向
が
強
い

こ
と
が
あ
る
。
ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
が
二
〇
二
〇
年
大

統
領
選
挙
直
前
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
系
の
う
ち
七
割
が

民
主
党
を
支
持
し
た
。
大
口
の
献
金
者
も
少
な
く
な
く
、
民
主
党
に

と
っ
て
は
重
要
な
支
持
層
だ
。
こ
の
こ
と
が
、
バ
イ
デ
ン
が
イ
ス
ラ

エ
ル
政
策
を
劇
的
に
転
換
す
る
こ
と
を
難
し
く
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
ユ
ダ
ヤ
系
ロ
ビ
ー
も
多
様
化
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

最
強
の
ロ
ビ
ー
団
体
と
も
い
わ
れ
る
の
が
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ

ル
公
共
問
題
委
員
会
（
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
だ
。
豊
富
な
資
金
力
や
中
東

に
関
す
る
情
報
力
を
生
か
し
て
長
年
に
わ
た
り
共
和
・
民
主
両
党
の

議
員
と
関
係
を
構
築
し
て
き
た
が
、
今
回
の
ガ
ザ
攻
撃
で
も
ネ
タ
ニ

ヤ
フ
政
権
を
全
面
擁
護
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
ハ
マ
ス
壊
滅
」
と
い

う
目
標
を
妨
げ
る
停
戦
に
強
く
反
対
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
市
民
の

間
で
停
戦
や
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
軍
事
支
援
の
停
止
の
声
が
強
ま
っ
て

も
、
そ
う
し
た
声
が
な
か
な
か
政
治
に
反
映
さ
れ
な
い
背
景
の
一
つ
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過激と過激ぶつかるアメリカ

に
、
こ
う
し
た
ロ
ビ
ー
団
体
の
動
き
が
あ
る
。
他
方
で
〇
八
年
、
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
の
右
派
路
線
に
反
対
し
、「
親
イ
ス
ラ
エ
ル
」
に
加
え
「
平

和
」「
二
国
家
共
存
」
を
掲
げ
て
誕
生
し
た
新
し
い
ユ
ダ
ヤ
系
ロ
ビ
ー

団
体
、「
Ｊ
ス
ト
リ
ー
ト
」
は
、
ラ
フ
ァ
地
上
侵
攻
に
反
対
し
、
イ

ス
ラ
エ
ル
へ
の
武
器
弾
薬
の
提
供
を
停
止
し
た
バ
イ
デ
ン
の
決
定
を

評
価
し
て
い
る
。
五
月
一
〇
日
、
国
連
総
会
で
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
連

加
盟
を
支
持
す
る
決
議
案
の
採
決
が
行
わ
れ
、
一
四
三
ヵ
国
が
賛
成

し
た
の
に
対
し
、
反
対
は
ア
メ
リ
カ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
九
ヵ
国
に

と
ど
ま
り
、
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で
決
議
は
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
も
Ｊ
ス
ト
リ
ー
ト
は
決
議
成
立
を
歓
迎
す
る
意
向
を
示
し
、

ア
メ
リ
カ
も
将
来
的
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
家
承
認
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
提
言
し
て
い
る
。
発
足
当
初
の
Ｊ
ス
ト
リ
ー
ト
は
、

資
金
や
人
材
面
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
対
抗
で
き
る
存
在
で
は
な

い
と
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
成
長
を
続
け
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ

系
市
民
を
見
て
も
、
停
戦
を
支
持
す
る
世
論
が
過
半
数
だ
。
バ
イ
デ

ン
は
、
ユ
ダ
ヤ
系
ロ
ビ
ー
や
ユ
ダ
ヤ
系
市
民
の
中
に
あ
る
見
解
の
多

様
性
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
ガ
ザ
危
機
対
応
を
決
定
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
難
し
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

共
和
党
よ
り
も
民
主
党
は
多
様
な
支
持
層
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
状
況
に
よ
っ
て
は
強
み
に
も
な
り
う
る
が
、
目
下
、
国
論
を

分
断
す
る
危
機
に
あ
っ
て
は
、逆
に
弱
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

バ
イ
デ
ン
は
多
様
な
支
持
層
を
ま
と
め
あ
げ
て
い
け
る
の
か
。
ア
メ

リ
カ
の
大
統
領
と
し
て
は
再
選
と
い
う
国
内
政
治
の
問
題
の
み
な
ら

ず
、
国
際
秩
序
や
「
法
の
支
配
」
の
問
題
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

か
ね
て
か
ら
国
務
省
に
は
、
ガ
ザ
で
イ
ス
ラ
エ
ル
が
国
際
人
道
法
に

違
反
す
る
形
で
、
市
民
に
対
し
て
軍
事
行
動
を
展
開
し
て
い
る
と
の

報
告
が
複
数
届
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
受
け
て
バ
イ
デ
ン
政
権
は
五

月
一
〇
日
、
報
告
書
を
議
会
に
提
出
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
ガ
ザ
で
ア

メ
リ
カ
か
ら
提
供
さ
れ
た
武
器
を
国
際
人
道
法
に
違
反
し
て
使
用
し

た
疑
い
が
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。
も
っ
と
も
そ
の
文
面
に
は
、

「
米
国
が
提
供
し
た
武
器
が
国
際
法
に
違
反
す
る
形
で
使
わ
れ
た
と

は
断
定
で
き
な
か
っ
た
」
と
も
盛
り
込
ま
れ
、
軍
事
支
援
を
継
続
す

る
道
が
残
さ
れ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
政
策
を
ど
れ
ほ
ど
転
換
す
る
か
、

そ
の
転
換
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
有
権
者
層
を
離
反
さ
せ
る
可
能
性

が
あ
る
の
か—

—

バ
イ
デ
ン
政
権
の
迷
い
が
こ
の
文
面
に
も
見
て

取
れ
る
。

　

も
っ
と
も
バ
イ
デ
ン
は
、
国
内
の
有
権
者
ば
か
り
を
見
て
い
る
わ

け
に
も
い
か
な
い
。
国
際
社
会
が
ア
メ
リ
カ
に
向
け
る
視
線
は
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。
ガ
ザ
危
機
へ
の
対
応
を
誤
り
続
け
れ
ば
、
ア
メ
リ

カ
の
道
義
的
な
地
位
は
揺
ら
ぎ
、
ア
メ
リ
カ
が
掲
げ
て
き
た
「
法
の

支
配
」
へ
の
懐
疑
が
広
ま
る
だ
ろ
う
。
バ
イ
デ
ン
の
肩
に
は
、
再
選

以
上
の
重
責
が
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
●




